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占領下貿易に関わった、
特別会計の歳入歳出・資産負債、
歳入歳出外資金運用、取引先等を分析。
さらに解散団体財産処理の
二特別会計業務を解説。
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戦後復興期貿易関係特別会計
定価：本体4,800円＋税 ISBN978-4-8433-5716-3 C3033 セット

【本書のねらい】

戦後占領下経済政策は連合国総司令部と日本政府の双方が担当したが、とりわけ占領下貿易がアメリカ対日援助に依存し、それ

を国内に受入れ処分することが政府の重要な業務となった。為替交易調整特別会計貿易資金と、それを承継した貿易資金特別会計

貿易資金が受入れそれを貿易公団に卸して、国内流通市場に流した。

他方、日本の輸出品も1947年度より貿易公団が買い取り、それを特別会計に納入し政府が輸出した。この体制がドッジ・プラ

ンの実施に移される1949年度より貿易特別会計に切り替えられ、360円固定相場で市場売却円建て収入を米国対日援助見返資金

特別会計に繰り入れ、同会計から政府支出・出資・融資等に支出された。さらに1950年度から援助輸入は米国対日援助物資等処

理特別会計が経理した。

この制度の変遷は『昭和財政史：終戦から講和まで』のなかで概観が与えられているが、貿易公団まで視野に入れて政府貿易を

統計的に検証した解説はない。『通商産業政策史』でも貿易公団との取引については制度の簡単な解説に止まり、その事業規模に

ついては研究がなされていない。

本書は占領下貿易に関わった特別会計の歳入歳出・資産負債、さらには取引先にまで視野を広げて分析する。さらに解散団体財

産を没収して処分した二つの特別会計と、朝鮮戦争勃発による国際商品高騰に対処した緊要物資輸入基金特別会計を、章を立てて

解説を加える。解散団体財産処理の二特別会計の業務の内容は従来全く検討されてこなかった分野であり、連合国総司令部による

超国家主義団体への経済的懲罰という側面があり、財政制度史ではあるが政治史的内容に近づく。

序 章 戦後復興期貿易関係特別会計研究の課題と方法
第 1 章 占領下貿易統計の概観と援助輸入
第 2 章 貿易の再開と為替交易調整特別会計貿易資金の政府貿易
第 3 章 貿易資金特別会計貿易資金の貿易関係取引
第 4 章 貿易特別会計の貿易関係取引
第 5 章 米国対日援助物資等処理特別会計の援助処理
第 6 章 緊要物資輸入基金特別会計による緊要物資輸入
補 章 外国貿易特別円資金特別会計と解散団体財産収入金特別会計による解散

団体財産処分
終 章 戦後復興期貿易関係特別会計の終焉と結語
【参照文献】【索引】
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愛知大学国際問題研究所所蔵 全8巻

LT・MT貿易関係資料
◆編◆嶋倉民生／井上正也 ●揃定価：本体183,000円＋税
国交未確立の時期に、経済面のみならず政治交渉のチャンネルとし
ても日中国交正常化の原動力となった、LT・MT貿易の全貌を示す。

戦後復興期主要産業の実態
全14巻◆監修◆中村青志 ●揃定価：本体141,000円＋税
ドッジ・ラインが実施の昭和24年以降の主要産業の動向。詳細な
報告書や、戦後復興期の主要産業データを詳細に記す。生産の状況
に限定せず、雇用の状況、産業金融の動向までを幅広くカバー。
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※表紙図版：ヘンミ計算尺 No.153 1947-1952年ごろの輸出品（部分）（出典 https://commons.wikimedia.org/wiki/File:MIOJ-HEMMI153.jpg?uselang=ja）

財政制度及び政治的見地から、戦後占領下の我国の経済政策を分析。


